
枯野を⽣きる ー尾花成春⼩論稿ー 
⼭内重太郎 
「旅に病んで夢は枯野をかけ廻る」は、周知の通り、松尾芭蕉の辞世の句である。 
最後の旅の⼤坂で病床についた、この漂泊の詩⼈の脳裏に去来したものは、幾た
びかの諸国遍歴の中の名所旧跡や有縁無縁の⼈々との出会いなどではなく、な
ぜ、茫々の枯野であったのだろうか。 
⾵雪に⽣⾝を晒し、⾏旅の難渋に⼰を責めて、独り前⼈未到の地に達しようとし
た、芭蕉にとり、寂寥の枯野こそは、却って、その孤愁と詩魂に親しいものであ
ったのだろう。 
元禄七年、芭蕉が世を去って三百年近い今、筑後平野の⼀⾓、⽿納⼭麓に広がる
平地の筑後川に臨んだ、故⾥の枯野を⼗幾年も描き続けている画家がいる。それ
が、尾花成春さんである。彼は⽣来の⾵景画家であるが、なぜ、枯野を描き続け
るのであろうか。 
彼は、１６才で油絵を始めたのだが、戦争末期の東京と戦後の福岡市での数年に
及ぶ都会⽣活の中で、⾃⼰の芸術を完成させるには、故郷の吉井を措いてはない
という確信を抱く様になったと、私に話したことがあった。昭和⼆⼗六年、吉井
に近い杷⽊へ、三⼗⼀年には、遂に、故⾥吉井へ帰郷し、以来、⼆⼗七年間吉井
を離れることなく、制作を続け、四年前、勤めを辞めてからは、制作⼀途に没頭
し、そのため、⼀昨年、肩を痛めたこともあった。 
昭和⼆⼗五年、⾃由美術展へ初出品、その後、シェル美術賞展出品、九州派への
参加、読売アンデパンダン出品、九州派解散後は、福岡市での美術家の⾃主的な
企画による展覧会等、出品が続けられたが、⾃らを律することに厳しい尾花さん
にとって、これらの展覧会への出品やグループへの参加は、⾃⼰の制作活動を展
開するために必然と考えられた場合に限られていた様である。 
画を志した当初から、彼の最⼤の関⼼事はリアリティー（実在感）の追求であり、
⼀時期、リアリティーの認識そのものを検証するために、オブジェを制作したこ
ともあったが、年を追って、⾃分を⽣み育ててくれた、筑後の⼤地という根源に
迫ろうとする飽くなき執念となった。その追求が、「⻩⾊い⾵景」「作品・野より」
と題する作品に結実してゆくのである。 
昭和四⼗五年、福岡県⽂化会館で、地元作家有志によって開かれた、第三回九州
現代美術の動向展に、彼は「筑後平野」と題する、⾼さ約⼆・五メートル、幅約
⼀・⼋メートル、奥⾏〇・五メートルの⽊製の箱状構造体を出品する。それは、



現実の筑後平野とは全く隔絶したフォルムに「筑後平野」と命名することによ
り、筑後平野に対する集約されたイメージを提⽰しようと意図されたものであ
った。 
現実と離れること遠い、抽象形態に対し、具体的名辞を以って規定した作品は、
物体と⾔語の相剋という緊張によって、強烈な観念の内在を直観させるもので
あった。 
この作品には、ミニマル・アート（最⼩限芸術）とコンセプチュアル・アート（観
念芸術）との素朴な共存を⾒ることができ、彼の筑後平野に対する諸々の観念は
凝縮され、シンボルと化しているのであった。 
この⽴体作品「筑後平野」以後、⼀転して、彼は平⾯の作品に戻る。彼の画⾯に
は、⾃宅から程遠からぬ筑後川べりに拡がる枯野が登場する。画⾯の上端に、僅
か川⾯が鈍く光っている他は、数本の灌⽊⾒えるのみで、後は、満⽬、芽や葦や
雑草のみの枯野原である。 
筑後平野という⾔葉には、まず豊穣な穀倉地帯というイメージが伴うが、なぜ、
彼は、筑後平野も⼀隅の枯野を追い続けるのであろうか。 
⾃分を⽣み育ててくれた、筑後平野のトータルなイメージを、⼀遽に把握し、表
現したいという慾望に駆られ、強烈な観念を内包した、⽴体作品「筑後平野」に
よって実現した彼は、今度は、⾁眼と⼿という⾃らの⾁体的⾏為の累積を通し
て、内側から対象に迫ろうと企てたのである。筑後の⼤地の実相に⾁迫しようと
する彼には、緑なす草原は表現の過剰と感ぜられる、草たちが⾵霜に傷⽬られて
⼤地の⾊と同化し、⼟の帰らんとする時、⼤地は、その相貌を露わにする。この
⼤地の双眸に彼は、贅⾁を削ぎ落した⾻を感ずるのである。彼は、⼤地の⾻に挑
み、⾷い下がる。 
彼は、⾃ら局限した、筑後平野の⼀⾓を⾁化することによって、筑後平野に達し
ようとする。 
瀕死の病床にあって、芭蕉の夢は枯野を駆けめぐり、尾花成春は、筑後の枯野に
没⼊し、枯野となり、枯野を⽣きる。 


